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う作品が生まれるであろうことも示唆されている。個々の体験を個々の作品として精度を上げて完成させる
のではなく、作品全体として「多様であること」を示す作品とした意図であろう。 
論文はそれぞれの都市での調査、ヒアリング、制作、展示などを通して得られたものを分析したもので、
そこではそれぞれの場所に対する人の様々な思いが如何に多様で、いかに強いものであるかが強烈に訴えか
けてくる。ドイツの故郷を示す「Heimat」という言葉に対するドイツ人の反応にも、この国の歴史が影を落
とし、人の場所意識に政治が与える影響が強くあることも描写されている。そのようないくつもの事例を踏
まえて、氏は２つの図「場所の情動図」と「境界について」を示す。「場所の情動図」では場所イメージが
３つの要素の相関によって、揺れ動くように存在していることを論じ、「境界について」はグローバル化し
た現代の場所意識の在り方への示唆ともなっている。 
この作品及び論文は様々な場所のリアリティが感じられるものになっていると同時に、今後のこの分野で
の研究の重要さが示されたとてもインパクトのある論文として高く評価された。よって本研究を博士学位に
ふさわしいものと認めるものである。 
 
